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公益社団法人 助けあいジャパン（本部：東京都港区 代表理事：野田祐機）は、2013年 7月 24日、全国

47都道府県から学生約 2,000名を被災地へ送るプロジェクト、「きっかけバス事業」の実施を発表しました。 

本プロジェクトは、被災地でのボランティア活動を希望する学生を、社会人が支援する、というものです。

支援金は日本初のクラウドファンディングの「READYFOR?」を使って呼びかけられ、第一段階として 8月 31

日までに 470万円を集め、全国 47都道府県から代表の学生を 1名ずつ被災地に派遣するボランティアツ

アーを実施します。その後、秋以降に再び支援を募り、2014年 1月から 3月にかけて、各県約 40名、合計

約 2,000名の学生を被災地に派遣します。 

 

【きっかけバス事業の詳細】 

本事業は、大きく分けて 2つのボランティアツアーからなります。 

 

第 1陣：全国 47の都道府県から各 1名ずつを東北に送り出すプロジ

ェクト（9月 6日～10日施予定） 

 

第 2陣：全国 47の都道府県から各 40名の学生を東北に送り出すプ

ロジェクト（1月～3月実施予定） 

 

第 1陣は、全国 47都道府県からそれぞれ代表の学生 1名を募り、バスで東北に向かいボランティア活動

をする 3泊 5日のツアーです。費用は「READYFOR?」にて 7月 24日より支援を募り、参加学生への負担

は一切ありません。このツアーは 2014年 1月から本格的に行われる 2,000人の学生を東北に送るプロジェ

クトのためのリーダー研修という位置づけとなります。 

 参加者はツアー後に各県に戻り、リーダーとして第 2陣出発のための準備を開始します。具体的には、1

月からのツアーに参加する学生を各県で約 40名集めます。また、彼らが被災地に行くための必要資金、各

県約 200万を調達するため「READYFOR?」にて県別に支援を募るページを開設します。 

 こうした活動を経て、第 2陣として 2014年の 1月から 3月までの 3 ヶ月をかけて、全国 47都道府県から

それぞれ約 40名を乗せたバスが東北に向かい、被災地にてボランティア活動を行います。また、支援者に

は、ツアー実施後にお礼のフォトフレームと参加者からの感想レポートを贈ります。 

 

 学生ボランティアの主な活動地域と内容 

岩手県陸前高田市：ガレキ処理、清掃活動、農園の整備 

宮城県南三陸町：ガレキ処理、仮設住宅での被災者の心のケア 

福島県福島市：仮設住宅での被災者の心のケア 

 

被災地支援をしたい！ という若者の思いを実現へ 

全国 2,000 人の学生を被災地へ派遣するプロジェクト始動！ 
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【クラウドファンディング初の、47都道府県対抗プロジェクト】 

助けあいジャパンは本取り組みにおいて、日本初のクラウドファンディングサイト「READYFOR?」

(https://readyfor.jp/)と提携し、「全国 47都道府県 寄付集め対抗戦」を行います。 

第 2陣のボランティアツアーで必要な資金は、都道府県ごとに約 200万円です。この資金を集めるため、

「READYFOR?」で特設サイトを製作し、47都道府県で「どこの県が早く金額が集まるか」、「どこの県が一番

多くお金が集まるか」を競い合うことで話題を呼び、全国で総額 1億円規模の寄付が集まると試算します。 

 

【プロジェクトの詳細】 

プロジェクト名： 「先輩、私を東北に連れてって」全国 47人の学生を東北へ！ 

作 者 名： 白井 宏美（早稲田大学 4年 助けあいジャパン 学生インターン） 

U R L： https://readyfor.jp/projects/kikkakebus 

お問い合わせ先： tj.kikkakebus@gmail.com 

支援金の用途： 全国の学生の地元から集合場所（主に東京）までの往復の交通費 

東京から東北を訪問する 3泊 5日のツアー代金と現地滞在費 

本プロジェクトのプロモーション費 

 

【補足：震災復興・ボランティアの現状】 

発災以降、ボランティアとして東北を訪れる人の数は年々減少しています。ピーク時であった 2011年 5月

の 18万人と比較すると、2013年 5月時点で 94%も減少していることがわかりました（社会福祉法人 全国

社会福祉協議会調べによる）。 

しかし、助けあいジャパンが 2013年 3月に行ったアンケート調査の結果、今後も復興支援活動をしたいと

考えている人の割合は、全体の 7割以上に上りました。このことから、「支援をしたい」という想いはあるもの

の行動に移せていない人が大半であるという現状が見えてきました。 

 

 

 

 

 

 

特筆すべきは、「今後も支援をしたい」という想いを持っている人のうち、「被災地にボランティア活動に行

きたい」と答えた若者(15-29歳)は、年輩(50歳以上)の 3倍近くもいるということです。しかしそういった人た

ちが実際にはボランティアに行っていない理由として、最も多く挙げていたのが「きっかけがない」と「金銭的

余裕がない」という理由でした。一方で、「義援金の寄付や募金など、金銭的な支援を行う」と答えた年輩(50

歳以上)は 37％にのぼり、若者(15-29歳)の 1.2倍となりました。 

■ 現在も被災した人や地域を支援したいと思う （2013年 3月 助けあいジャパン調べ） 

■ 年代別 今後行いたい復興支援活動 （2013年3月 助けあいジャパン調べ） 

被災地に 

ボランティア 

活動に行く 

金銭的な 

支援を行う 

https://readyfor.jp/
https://readyfor.jp/projects/kikkakebus
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以上の調査結果を踏まえて助けあいジャパンは、大人の

支援によって、意欲のある若者が東北とつながりを持ち、

継続して被災地に関心を持つきっかけ作りとして、ボラン

ティア活動を体験するツアーを企画しました。 

また、我々が被災地において支援活動を行う際に、現

地の人々からは「まずは多くの人に東北に来てほしい」

「被災地のありのままの姿を見てほしい」という声を多数

聞きます。本取り組みは、そうした被災地からの要望にも

応える意味で、企画・実行されます。 

 

【助けあいジャパン 概要】 

団 体 名：公益社団法人 助けあいジャパン 

所 在 地 

東 京 本 部：〒106-0045 東京都港区麻布十番 1-10-10 ジュール A 8F dreamdesign内 

岩 手 支 部：〒020-0866 岩手県盛岡市本宮 5-10-15 しぇあハート村 115棟 

宮 城 支 部：〒983-0851 宮城県仙台市宮城野区榴ヶ岡 5-12-55 NAViSビル 1F cocolin内 

福 島 支 部：〒960-8141 福島県福島市渡利番匠町 56-5 テラス 18 107号 

U R L： http://tasukeaijapan.jp/  

設立年月日： 2011年 8月 9日 

事 業 概 要： 東日本大震災直後より、内閣府ボランティア連携室と連携して、「正確な情報を届けること」を

使命に、ホームページ、facebook、twitter、youtubeなどのインターネットメディアを通じて、復

興支援情報・防災情報などを発信。2012年 3月公益社団法人に認可。現在、岩手、宮城、福

島、東京の 4拠点で復興事業を展開する。  

事 業 内 容： 震災や災害などの情報の収集、分析及び発信事業 

震災や災害などを支援する方々への支援に必要な情報提供事業 

震災や災害後の関心の低下を防止するためのキャンペーン事業 

その他、当法人の目的を達成するために必要な事業 

 

【READYFOR?  概要】 

運 営 会 社：オーマ株式会社 

所 在 地：東京都文京区根津 1-1-11 千代田ビル 3F 303 

設立年月日：2008年 3月 

事 業 概 要： 『誰もがやりたいことが実現できる世界』を目指す、日本初のクラウドファンディング型のプラッ

トフォーム。何かをやりたいと思った人が、その夢と自分の想いをプラットフォーム上でプレゼ

ンテーションし、賛同者がそのプロジェクトに対して支援します。支援がプロジェクト達成必要

金額に達した場合のみプロジェクトが成立し、提案した人が“実行者”、支援した人が“支援

者”となってプロジェクトが始まります。プロジェクト実現までのプロセスを実行者がプラットフォ

ーム上で共有することで、支援者が一緒になって夢を実現できる仕組みとなっています。 

http://tasukeaijapan.jp/　

